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1. 血 液お よび組 織のコレステcr ールの定量はい ろい

ろ の場合に必要となり，早くから広く行なわれてい る。

一方組 織のコレステ ロ･―ル定 量につ いて，血清 に対 す

る方 法を，そのまま肝臓 のような臓 器に適 用するこ とが

出来 るか どうか 。こ の点につい ては出来 るだけ検討 する

必 要があ ると思 われるので本 実験を企 てた。

2. 血液 ，血漿，血清 コレステ ロールの定量はSperi

y-Webb 法のジギトニンを用い て，遊 離形 ，結合形 を分

両定量す る方法 を用い，こ の結果 を, Zak 法（塩化 鉄に

よ る呈色反応 を応用）お よびPearson の法 （Lieberm

ann-Burchard の呈色反 応の変法）と比較した。組織 と

して肝お よび腎 を試料 とし ，上記 の３方 法を適用し た。

3.    (1) 血球（ブタ ）コレステp  ―ルは ほとんど全部

（99 ％）遊離形 でエ ステル形は微量 にす ぎない。(2）血清

コレステ ロ―ル( ヒト）はエステル形 が70% を占 め，残

り約30% が遊離形 であ る。（3）Zak 法,  Pearson 法 によ

る測定値はSperry らの方法に比しては るか に高い値 を

示し た。

これら の方法は血清 または血漿 のコレステ ロール定量

を目的 とし たもので，肝臓，腎臓などの組織 のコレステ

pi ール定量には適しない。


